令和元年度　緑区連協『第４回理事会』報告書
下記のとおり報告します。　　　　　　　　　　　　
	会議名
	令和元年度　緑区町内自治会連絡協議会「第４回理事会」

	日　時
	令和元年 １２月２日（月）１８：３０～１９：３０

	場　所
	緑区役所　１階　地域振興課会議室

	出席者
	15名（区連協会長1名、副会長３名、会計1名、理事５名、特命理事5名）

	事務局
	緑区長　他２名

	会議内容
　[会議に先立ち国家戦略特区推進課長より特区民泊制度についての説明有]
　　説明後、各委員からの質問あり

(1) 特別な住宅ではなく一般の住宅でも行えるものなのか。
⇒２泊３日以上していただく、衛生施設なのが整備されている等の条件はあるが、一般の住宅でも可能。また、事業者から周辺の住民に対して特区民泊についての説明を行うことも必要である。
(2) 特区民泊は有償で行うものなのか。
⇒有償である。基本的にはサイトに情報を掲載し、そこから予約を成立させるシステムになっている。
[司会進行　地域づくり支援室主査]
１　区連協会長挨拶

２　区長挨拶

議　　題

　[議事進行　区連協会長]
１　バス研修会について
２　その他
1　バス研修会について
(1) 事務局より、研修会日時や行程・内容等を説明。

研修日時：令和2年1月16日（木）

研修内容：①千葉県西部センター
　　　　  ②柴又帝釈天
研修費用：5,500円程度（参加者負担金(昼食代)2,750円含む）
(2) 各地区連協において、募集人数44名に沿って参加者選定いただくようお願い。（下記のとおり）

誉田地区　8名　　椎名地区　5名　　土気地区　14名　　おゆみ野地区　12名
椎名地区　5名

(3) 参加者名簿は12月27日(金)、参加者負担金は1月16日(木)事務局提出締切。
　　
３　その他
(1) ㈱ゼンリンによる「緑区防災ふくし・ガイド＆マップ」について。更新作業への協力を区連協会長から各委員へ依頼した。
(2) 令和２年度緑区連協総会日程について。区連協会長より、総会の日程を5月の第３土曜日１０時からに固定化してはどうか、とのご提案をいただき承認された。
(3) 令和元年１２月２０日開催の市連協と市長との意見交換会について。12地区会長、14地区会長、23地区会長の３名で承認された。
(4) 14地区会長より、先般の台風１５号・１９号並び大雨による椎名地区の被害について。「先般の災害により椎名地区では椎名小学校・古市場公園体育館が雨漏りの被害に、椎名公民館が土砂崩れの被害に遭った。中でも椎名公民館は現在閉館中であるが、地域の人からは早めの再開を望む声や今後再開できるかについて不安であるとの声が上がっている。また、平成３０年度の緑区連協要望で椎名公民館の建て替えについて要望したが、耐用年数などの関係から直ちに改築する計画はないと回答があった。更に、千葉県の調査でも椎名公民館裏手の急傾斜地は問題ないとの回答を得ていただが、今回土砂崩れが起こってしまった。こうした状況を踏まえて、関係各所に公民館の再開・改築等について要望していきたいと考えているが、１４地区連協単独の意見ではなく緑区連協全体としての要望にできないか。」との提案があり、承認された。
(5) 12地区委員より避難所について。台風１５号の際に誉田公民館に避難した人から、避難した際に段ボール１枚しか支給されなかったとの報告があった。対応について検討してほしい。
（事務局）
　　　　今回の災害での教訓・ご意見はどんどん市に伝えてほしい。公民館については指定管理者が導入され　
　　　　たため避難所の開設等対応に不慣れな部分が出てしまった。今後改善する。

(6) 14地区会長、23地区会長より有事の際の情報収集や避難について。行政を頼りにすべき部分もあるが、日ごろから自分たちで避難所開設訓練への参加や情報収集を行うべきである。また、地震と風水害の避難所には違いがある等の基本的な事項も常日頃から知っておくべきだ。
（事務局）
　　　　地震は発生の予想が難しいため、避難所の開設は地元の方を中心とした避難所運営委員会による開設となるが、風水害はある程度事前の予想ができるため施設職員による開設が可能。また、風水害については通常であれば自宅での垂直非難で対応できたが、今回は強烈な暴風雨により自宅でも被害が生じることとなり、そうした際の対応を考える事が今後の課題である。
(７)14地区会長より、有事の際の協力体制について。災害の際には行政から各地区連協にもっと協力依頼を出してくれても良いと思う。行政職員だけでは対処に限界のある場合も考えられるため。
(８)次回第５回理事会の開催日については、下記のとおり決定した。　
令和２年３月１３日（金）１８時３０分～　場所：緑区地域振興課１階会議室

以上。
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